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令和７年７月

宮津市字由良
由良の里センター内

由良地区公民館

№184
　

令
和
７
年
度
庄
内
由
良
親
善
交

流
訪
問
は
11
月
６
日
・
７
日
の
１

泊
２
日
、
伊
丹
空
港
か
ら
山
形
空

港
へ
旅
客
機
で
行
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
交
流
訪
問
を
前
に
し
て
、

小
学
校
が
ど
の
よ
う
な
交
流
を
し

て
い
た
の
か
を
記
し
て
み
ま
す
。

丹
後
の
由
良
小
と
の
交
流
の
経
過

（
庄
内
由
良
小
学
校
作
成
）

　

平
成
元
年

　

庄
内
由
良
小
学
校
独
立
40
周
年

記
念
学
校
祭
へ
丹
後
由
良
小
学
校

児
童
の
作
品
の
展
示
を
校
長
よ
り

依
頼
、
庄
内
由
良
小
か
ら
も
作
品

を
送
る
。

　

平
成
２
年
３
年

　

児
童
作
品
の
交
換
な
ど
の
間
接

交
流
を
続
け
る
。

　

平
成
４
年

　

11
月
５
～
７
日
、
庄
内
由
良
開

村
１
４
０
０
年
を
次
年
に
控
え
、

庄
内
由
良
小
児
童
４
名
、
校
長
、

児
童
会
担
当
教
諭
、
自
治
会
副
会

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
祖
先
の
地
丹

後
由
良
を
訪
問
し
、
丹
後
由
良
小

児
童
と
交
流
会
を
持
ち
、
地
区
の

歓
迎
会
に
出
席

　

平
成
５
年

　

８
月
26
日
～
28
日
、
開
村

１
４
０
０
年
を
記
念
し
、
由
良
自

治
会
が
丹
後
由
良
を
招
待
、
丹
後

由
良
小
児
童
代
表
４
名
、
校
長
、

教
諭
、
自
治
会
役
員
、
由
良
の
歴

史
を
さ
ぐ
る
会
会
員
ら
19
名
が
庄

内
由
良
を
訪
問

・
由
良
小
に
て
児
童
の
交
流

・
地
区
の
歓
迎
式
典
、
及
び
歓
迎
会

　

を
盛
大
に
開
催

・
両
小
学
校
の
今
後
の
交
流
に
つ
い

　

て
両
校
長
で
話
し
合
い
、
次
の

　

よ
う
に
行
う
こ
と
で
合
意
す
る
。

①　

毎
年
、
作
品
交
換
な
ど
の
間

　
　

接
交
流
を
中
心
に
継
続
す
る

②　

直
接
交
流（
訪
問
）は
、概
ね
、

　
　

３
年
毎
に
交
互
に
訪
問
し
合

　
　

う
こ
と
を
目
指
す

③　

姉
妹
校
な
ど
の
盟
約
は
結
ば

　
　

ず
、「
友
好
の
浜
」
の
盟
約
に

　
　

基
づ
く
交
流
と
す
る

平
成
４
年
11
月
７
日
京
都
新
聞
丹

後
版
よ
り

　

児
童
ら
が
初
め
て
交
流

　

庄
内
・
由
良
小
と
宮
津
・
由
良
小

　

山
形
か
ら
訪
問
団

　

地
域
や
学
校
紹
介
し
合
う

　

よ
う
こ
そ
庄
内
・
由
良
か
ら
丹

後
の
由
良
へ
。宮
津
市
の
由
良
小（
飯

田
和
子
校
長
、
76
人
）
に
６
日
、

山
形
県
庄
内
地
方
の
鶴
岡
市
立
由

良
小
（
渋
谷
正
校
長
、
１
２
０
人
）

児
童
ら
の
交
流
訪
問
団
が
訪
れ

た
。
地
名
が
取
り
持
つ
縁
で
、
丹
後

と
庄
内
の
自
治
会
同
士
が
交
流
を

重
ね
て
お
り
、
今
回
初
め
て
児
童
ら

の
直
接
交
流
が
実
現
し
た
。
庄
内
の

由
良
地
域
に
は
、
約
１
４
０
０
年
前

に
聖
徳
太
子
の
い
と
こ
蜂
子
皇
子

が
丹
後
の
由
良
か
ら
船
に
乗
っ
て

庄
内
の
浜
に
着
き
、
そ
の
地
を
由
良

と
名
付
け
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
。７
年
前
に
自
治
会
同
士
が「
友

好
浜
の
宣
言
」
を
結
び
、
３
年
前
か

ら
両
校
の
児
童
画
交
換
を
続
け
て

い
る
。

　

こ
の
日
正
午
過
ぎ
、
庄
内
由
良

小
の
佐
藤
真
奈
美
さ
ん
（
６
年
生
）

ら
児
童
４
人
と
渋
谷
校
長
、
鶴
岡
市

由
良
自
治
会
の
佐
藤
峯
男
副
会
長

ら
８
人
が
丹
後
由
良
駅
に
到
着
。

１
時
半
か
ら
の
由
良
小
で
の
交
流

会
で
は
、
庄
内
・
由
良
小
児
童
が

「
私
た
ち
の
学
校
は
海
の
近
く
に

あ
り
、
漁
業
が
盛
ん
で
、
夏
に
は
海

水
浴
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
」
と
地
域
や

学
校
の
こ
と
を
紹
介
、
貝
の
飾
り
や

文
集
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
丹
後
・

由
良
小
も
児
童
会
長
の
瀬
田
考
司

君
（
６
年
生
）
ら
が
自
校
を
紹
介
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
た
ミ
カ
ン
の

ワ
ッ
ペ
ン
を
贈
り
、
丹
後
の
由
良
小

唄
を
披
露
し
、
一
緒
に
踊
っ
た
。
今

回
の
訪
問
団
長
の
佐
藤
さ
ん
は
「
丹

後
由
良
は
私
た
ち
の
先
祖
ゆ
か
り

の
地
で
、
故
郷
に
帰
っ
た
思
い
が
し

た
。」
21
世
紀
を
目
指
し
て
子
供
た

ち
の
交
流
を
深
め
た
い
」
と
話
し
て

お
り
、
来
年
は
丹
後
・
由
良
小
の
児

童
を
庄
内
に
招
く
計
画
と
い
う
。

由
良
地
区
公
民
館
長
　
千　

坂　

幸　

雄

鶴
岡
市
立
由
良
小
学
校
と

　

宮
津
市
立
由
良
小
学
校
と
の
交
流
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由
良
地
区
公
民
館
主
事
　
　

千　

坂　

昌　

子

行 

事 

報 

告

駅
前
通
り
除
草
作
業
と

　
　
　

 
芝
桜
の
苗
増
殖

実
施
日　

４
月
20
日
（
日
）

参
加
者　

24
名

　

 

（
内 

子
ど
も
２
名

　
　

オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る
会

　
　

浜
野
路
夕
月
サ
ロ
ン

　
　

公
民
館
活
動
員
、
有
志
一
同
）

　

芝
桜
除
草
作
業
は
今
年
で
５
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　

由
良
地
区
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
芝
桜
周

辺
の
雑
草
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　

除
草
作
業
の
お
か
げ
で
芝
桜
が

は
っ
き
り
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
由
良
観
光
組
合
か
ら
苗

を
20
株
い
た
だ
い
て
空
い
た
と
こ

ろ
に
増
殖
出
来
ま
し
た
。

　

桜
の
花
が
散
っ
た
足
元
に
美
し

い
ピ
ン
ク
の
絨
毯
が
広
が
り
ま
す
。

　

４
月
29
日
の
由
良
ヶ
嶽
登
山
に

参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
美
し

い
芝
桜
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

年
々
由
良
が
き
れ
い
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

由
良
ヶ
嶽
登
山
道
整
備

実
施
日 

４
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
11
時
50
分

参
加
者　

９
名

　

由
良
地
区
公
民
館
が
主
催
し
て

由
良
地
区
自
治
連
合
会
、
由
良
地
区

観
光
組
合
と
共
催
に
よ
る
由
良
ヶ

嶽
登
山
道
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

車
に
乗
り
合
わ
せ
て
舞
鶴
市
漆

原
か
ら
９
合
目
ま
で
む
か
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
合
目
あ
た
り
で
土
砂

崩
れ
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
歩
い
て

頂
上
に
登
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

頂
上
で
の
作
業
は
倒
木
の
除
去

や
木
の
伐
採
、
草
刈
り
で
す
。
草

は
あ
ま
り
伸
び
て
い
な
か
っ
た
の

で
作
業
は
１
時
間
以
内
で
終
了
し
、

下
山
し
ま
し
た
。
但
し
、
２
人
の

方
に
は
頂
上
か
ら
由
良
側
の
登
山

口
ま
で
作
業
し
な
が
ら
の
下
山
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
中
丹
東
土
木
事
務

所
の
委
託
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
組
合
で
は
高
齢
化
で
参
加

者
が
減
り
、
自
治
連
合
会
で
は
働

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
ほ
と
ん

ど
に
な
り
作
業
参
加
者
が
減
っ
て

い
ま
す
。

　

一
般
の
方
々
の
参
加
募
集
を
考

え
て
い
ま
す（
時
給
賃
金
あ
り
ま
す
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

由
良
ヶ
嶽
登
山

実
施
日　

４
月
29
日
（
火
）

参
加
者　

１
３
１
名

　

天
候
は
曇
り
の
ち
晴
れ
、
気
温
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12
度
～
16
度
の
涼
し
い
登
山
日
和

で
し
た
。

　

午
前
８
時
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
、
３
歳
～
88
歳
の
方
々
総
勢

１
３
１
名
の
登
山
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
比
べ
60
名
の
増
員
と
な

り
ま
し
た
の
は
、
宮
津
天
橋
高
校

フ
ィ
ー
ル
ド
探
求
部
の
生
徒
さ
ん

と
引
率
の
先
生
２
名
の
計
34
名
が

参
加
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
宮
津
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
由
良
ヶ
嶽
登
山

の
案
内
を
掲
載
い
た
だ
い
た
こ
と

が
大
き
く
響
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

由
良
地
区
か
ら
は
38
名
の
参
加

で
し
た
。

　

公
民
館
か
ら
は
館
長
と
若
手
の

公
民
館
活
動
員
が
登
り
ま
し
た
。

山
頂
で
は
皆
さ
ん
、
素
晴
ら
し
い

眺
め
を
堪
能
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

公
民
館
か
ら
参
加
者
の
方
々
に

①　

登
山
証
明
書

②　

記
念
ボ
ー
ル
ペ
ン

③　

お
菓
子
（
子
ど
も
達
に
）

を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　

出
来
る
範
囲
（
頂
上
ま
で
で
は

な
く
て
、２
合
目
、３
合
目
等
も
オ
ー

ケ
ー
な
の
で
す
）
で
運
動
不
足
を
解

消
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

い
け
ば
な
体
験
教
室

実
施
日 

５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

参
加
者　

７
名

　

地
域
の
中
で
講
師
を
見
つ
け
、

地
域
の
方
々
に
学
習
を
し
て
い
た

だ
く
試
み
の
第
２
弾
と
し
ま
し
て

活
花
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

華
道
は
２
０
２
４
年
12
月
に
登

録
無
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
日

本
の
伝
統
文
化
で
す
。
今
回
は
オ

ア
シ
ス
を
使
っ
た
親
し
み
や
す
い

内
容
で
、
日
常
と
少
し
違
う
集
中

さ
れ
る
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
中
で
講
師
を
見

つ
け
る
講
習
会
を
企
画
し
ま
す
の

で
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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写真で振り返る令和６年度由良地区公民館の活動

登山道整備

モルック

駅前通り芝桜除草作業

由良歴史ウォーキング

ツーデーウォーク

森林組合由良ヶ嶽山頂大木伐採

由良ヶ嶽登山受付

ふるさと祭り盆踊り

由良地区文化祭

グラウンド除草作業

浴衣の着付け教室
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 令和６年度由良地区公民館 決算報告書 

 
 

 一般会計（自治会協力金） 
                自 令和 6年  4 月  1 日 

収入の部 

                至 令和 7年  3 月 31 日 

  （単位：円）  

項    目 予算額 決算額 増 減 額 摘         要 

繰越金 287,124 287,124 0 前年度より 

公民館費 472,320 457,380 －14,940 120円×12月×318戸－振込手数料 440円 

各種補助金 0 0 0   

雑収入 5 86 81 預金利息 86円  

合  計 759,449 744,590 －14,859   

     

支出の部     

項    目 予算額 決算額 増 減 額 摘         要 

会議費 35,000 9,261 －25,739 お茶 (例年のボールペンは次年度支払い) 

事務費 10,000 130 －9,870 スティックのり 

旅費 50,000 31,302 －18,698 館長、主事旅費 

通信費 3,000 1,910 －1,090 公民館だより郵送 

事業費 140,000 104,451 －35,549 由良ヶ嶽登山、文化祭 

助成費 90,000 71,400 －18,600 ふるさと祭り協賛金、１０団体活動助成費等 

渉外費 30,000 24,000 －6,000 保護観察協会会費 公民館掃除謝礼等 

慶弔費 15,000 0 －15,000   

備品費 250,000 189,360 －60,640 展示パネル２枚、体育館扇風機等 

消耗品費 20,000 7,366 －12,634 乾電池 虫よけジェル等 

施設管理費 40,000 31,980 －8,020 公民館管理費 草刈りチップ  

予備費 76,449 35,229 －41,220 公民館役員慰労  

合  計 759,449 506,389 －253,060  

 

 差引残高 238,201 円 は次年度に繰越します。 
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令和７年度の役員 
由良地区公民館運営審議会委員（順不同・敬称略） 

団 体 名 氏 名 団 体 名 氏 名 

自治連合会 会長 濱本 喜彦 由良の歴史をさぐる会 会長 木村 卓雄 

脇自治会 会長 矢野 善記 由良実業会   会長 松林 威寿 

宮本自治会 会長 上羽 康一 由良観光組合  組合長 田村 光広 

浜野路自治会 会長 中西 一就 由良子供会　　　　　会長 小室 直紀 

港自治会 会長 山田 浩昭 栗田中学校ＰＴＡ地区委員 森下 茂徳 

下石浦自治会 会長 枡田  衛 栗田小学校ＰＴＡ  会長 山中 龍実 

上石浦自治会 会長 山下 浩二 由良地区公民館 館長 千坂 幸雄 

由良松寿会 会長 山田 耕助 由良地区公民館 主事 千坂 昌子 

由良地区公民館役員（順不同・敬称略） 
館長 千坂 幸雄 主事 千坂 昌子 

地 区 公民館活動員 備 考 

脇 ◎長尾 明廣 山本 健太 四方 一人 

宮本 ◎升田 優子 森本 泰広 竹田 一貴 

浜野路 ◎玉垣 光紹 中西 義朗 森田美砂子 

港 ◎小西  直 小西まつ枝 

下石浦 ◎山下  昇 

上石浦 ◎野村 雄治

注 ◎印…地区代表 
以上の皆様、1年間お世話になります。よろしくお願いいたします。 

由良ヶ嶽山頂から
由良・神崎
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令令和和７７年年度度のの事事業業計計画画  

体体育育・・文文化化事事業業

期期 日日  行行  事事  内内  容容  

年３回（７月・１１月・３月）  公民館だより発行 

４月２０日（日）９：００ 駅前通り芝桜除草作業（公民館活動員、地区民） 

４月２２日（火）８：３０ 由良ヶ嶽登山道整備作業（公民館、自治連、観光組合） 

４月２９日（火）８：３０ 第５７回由良ヶ嶽登山（予備日 ５月３日） 

７月 ６日（日）９：００ ニュースポーツ（モルック）

７月２６日（土） 盆踊り（ふるさと祭協力事業、えいへいや踊り保存会共催） 

９月 ７日（日）１７：００ グラウンド除草作業（公民館、自治連、地区民） 

１０月１９日（日）９：００ グラウンドゴルフ大会（団体戦） 

１１月 ３日（月）９：００ 
準備：１１月２日（日） 

由良地区文化祭（会場：はまの子体育館、グラウンド） 

子子どどももののびびののびび体体験験活活動動  
期期 日日  行行  事事  内内  容容  

１２月１４日（日） 
１０：００ 

子ども料理教室（餅つき） 
（由良子供会と共催） 

健健康康広広場場 

期期    日日  行行  事事  内内  容容  

９月２６日（土） ８：３０ 由良地区外ウォーキング「天橋立ツーデーウォーク」 

１月～３月 卓球教室（土曜日 連続講座） 

公民館の事業は老若男女を問わず、多くの方が集まり、交流することで一人

一人が元気になってもらう場です。一人一人が元気であることは地域を元気

にします。公民館事業への参加をよろしくお願いします。 
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令和７年度 由良地区公民館予算書 

一般会計（自治会協力金） 

自 令和 7年 4月  1日 

至 令和 8年 3月 31日 

収収入入のの部部  （単位：円） 

科  目 ６年度予算額 ７年度予算額 増減額 備  考 

1 繰越金 287,124 238,201 －48,923 前年度より 

2 公民館費 472,320 457,380 －14,940 120 円×318 戸×12 月 

3 各種補助金 0 0 0 

4 雑収入 5 86 81 貯金利子他 

合 計 759,449 695,667 －63,782 

支支出出のの部部  

科  目 ６年度予算額 ７年度予算額 増減 備  考 

1 会議費 35,000 30,000 －５,000 お茶代、ボールペン 

2 事務費 10,000 10,000 0 クリアファイル

3 旅費 50,000 40,000 －10,000 館長、主事旅費 

4 通信費 3,000 3,000 0 公民館だより郵送 

5 事業費 140,000 140,000 0 文化祭、由良ヶ嶽登山 

6 助成費 90,000 80,000 －10,000 ふるさと祭、10団体助成費 

7 渉外費 30,000 25,000 －5,000 保護観察協会他 

8 慶弔費 15,000 10,000 －5,000 

9 備品費 250,000 240,000 －10,000 展示パネル 

10 消耗品費 20,000 20,000 0 乾電池、蛍光ランプ等 

11 施設管理費 40,000 40,000 0 公民館管理費 

12 予備費 76,449 57,667 －18,782 

合  計 759,449 695,667 －63,782 

《特別会計》 
１４４，０００円 ・由良ヶ嶽登山道整備委託金（中丹東土木事務所より）

・グラウンド整備の委託金（宮津市より） ５５，０００円 
《公民館配分予算》 
・公民館活動費（宮津市より） １３０，０００円 

以上、一般会計、特別会計、公民館配分予算で由良地区公民館の運営を行います。 

120円×318戸×12月、振込手数料540円
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『
小
さ
な
・
些
細
な
こ
と
を
大
切
に
…
』

栗
田
幼
稚
園

栗
田
幼
稚
園  

園
長
園
長    

栗
田
小
学
校

栗
田
小
学
校  

校
長
校
長

　
堀
　
　
宏
　
安

　
堀
　
　
宏
　
安

　

今
年
度
、
日
置
小
学
校
か
ら
、

栗
田
小
学
校
長
・
栗
田
幼
稚
園
長

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
堀
で

す
。
初
め
て
の
勤
務
地
で
も
あ
り
、

で
き
る
限
り
早
く
慣
れ
て
、
栗
田

幼
稚
園
、
栗
田
小
学
校
の
更
な
る

発
展
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
切
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
様
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
育
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
由
良
・
栗
田
地
区

は
、
風
光
明
媚
で
と
り
わ
け
海
、
果

実
栽
培
な
ど
、
自
然
豊
か
な
校
区
へ

転
任
す
る
こ
と
が
で
き
、
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
ご
縁
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。昨
年
度
と
同
様
の
ご
支
援・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
情
報
通
信
技
術
の
目
ま
ぐ

る
し
い
発
展
、社
会・経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
先

を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
社
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
は
、
夢
や
希
望
を
抱
き
、
今
は
夢

や
希
望
が
な
く
て
も
目
の
前
の
学

習
・
友
達
と
の
関
係
な
ど
を
大
切
に

一
日
一
日
を
悔
い
な
く
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
日
常

の
小
さ
な
営
み
に
価
値
を
見
出
し
、

積
み
上
げ
て
い
く
『
積
小
為
大
』

の
意
義
を
子
ど
も
た
ち
に
は
問
い

か
け
続
け
、
園
児
・
児
童
の
自
ら

の
納
得
解
を
ど
こ
か
で
見
出
し
て

ほ
し
い
で
す
。
中
学
生
・
高
校
生

に
な
っ
て
か
ら
で
も
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
で
も
よ
い
の
で
、
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
、
社
会
に
貢
献
し

た
い
こ
と
な
ど
、
何
か
を
探
究
し
、

学
び
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
教
え
育

む
各
担
任
の
先
生
方
の
通
信
、
学
級

目
標
、
ク
ラ
ス
掲
示
物
等
か
ら
、
学

年
末
に
は
「
こ
れ
だ
け
は
目
の
前
の

子
ど
も
た
ち
に
力
を
付
け
て
や
ろ

う
」
と
日
々
努
力
し
て
い
る
姿
や
思

い
が
垣
間
見
れ
ま
す
。

　

一
方
私
の
一
日
は
、
朝
、
校
門
に

立
ち
、
地
域
や
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
、
元
気
に
挨
拶
を
し
な
が
ら
、
園

児
・
児
童
を
幼
稚
園
や
学
校
に
迎
え

入
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
一
人
一
人
の
目
を
見
て
、
様

子
を
伺
い
な
が
ら
挨
拶
を
す
る
よ

う
に
と
習
慣
付
け
て
い
ま
す
。
1
日

の
ス
タ
ー
ト
の
小
さ
な
習
慣
で
す

が
、
小
さ
な
こ
だ
わ
り
か
ら
見
え
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く

『
積
小
為
大
』、
小
さ
な
こ
と
を
積
み

重
ね
、
事
を
為
し
て
い
く
営
み
こ
そ

が
、
子
ど
も
た
ち
に
求
め
る
学
び
舎

で
の
私
の
教
育
観
で
す
。

　

教
職
員
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
変

わ
ろ
う
と
す
る
小
さ
な
変
化
・
変
容

を
見
逃
さ
ず
評
価
し
、
年
度
末
に

は
、
幼
児
・
児
童
の
成
長
を
喜
び
合

え
る
教
職
員
集
団（
チ
ー
ム
栗
田
幼・

栗
田
小
）
へ
と
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
方
の
願
い
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
些
細
な
言
葉
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
願
い
か
ら
、
小
泉
吉
宏

さ
ん
の
詩
『
一
秒
の
言
葉
』
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
『
一
秒
の
言
葉
』　

作
：
小
泉 

吉
宏

・
は
じ
め
ま
し
て
、

　

こ
の
一
秒
の
言
葉
に
、

　

一
生
の
と
き
め
き
を
感
じ
る
こ
と
が

　

あ
る

・
あ
り
が
と
う
、

　

こ
の
一
秒
の
言
葉
に
、
人
の
優
し
さ

　

を
知
る
こ
と
が
あ
る

・
が
ん
ば
っ
て
、

　

こ
の
一
秒
の
言
葉
に
、
勇
気
が
蘇
っ

　

て
く
る
こ
と
が
あ
る

・
お
め
で
と
う
、

　

こ
の
一
秒
の
言
葉
で
、
幸
せ
に
あ
ふ

　

れ
る
こ
と
が
あ
る

・
ご
め
ん
な
さ
い
、

　

こ
の
一
秒
の
言
葉
に
、
人
の
弱
さ
を

　

み
る
こ
と
が
あ
る

・
さ
よ
う
な
ら
、

　

こ
の
一
秒
の
言
葉
が
、
一
生
の
別
れ

　

に
な
る
と
き
が
あ
る

　

一
秒
に
喜
び
、
一
秒
に
泣
く
。

　

一
所
懸
命
、
一
秒
。
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丹
後
由
良
と
私

由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会

由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会

　
小
　
小  

笠笠  

原原 
 

 
 

　
淳
　
淳

　

先
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
私
は
丹

後
由
良
の
出
身
で
も
無
け
れ
ば
、
古

く
に
縁
故
が
あ
っ
た
訳
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
度

色
々
な
縁
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
機

会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
深
く
感

謝
で
す
。

　

丹
後
由
良
に
初
め
て
来
訪
し
た

の
は
今
か
ら
八
年
程
前
に
あ
る

ゲ
ー
ム
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
過
去

に
鎮
守
府
が
あ
っ
た
舞
鶴
を
訪
れ
、

そ
の
際
艦
内
神
社
（
軍
艦
内
に
設
け

ら
れ
る
小
規
模
な
神
社
）
の
分
霊
元

で
あ
る
由
良
神
社
を
来
訪
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
定
期
的
に
来
訪
す

る
切
っ
掛
け
と
し
て
、
二
〇
一
九

年
にT

w
itter(

現
X)

上
に
お
い
て
、

あ
る
方
が
由
良
神
社
の
禰
宜
様
と

お
話
さ
れ
、
神
社
を
清
掃
で
き
る
体

制
を
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
境
内
の
掃
き
掃
除
、
点
在

す
る
落
ち
た
枝
を
拾
う
、
夏
の
時
期

は
草
む
し
り
等
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
月
１
～
２

回
程
の
頻
度
で
継
続
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。
五
年
以
上
に
渡
っ
て
そ

れ
が
継
続
で
き
て
い
る
の
は
ひ
と

え
に
丹
後
由
良
の
魅
力
、
そ
し
て
住

ま
う
方
々
の
温
か
さ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
神
社
の
お
掃
除

中
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、

各
種
催
し
の
際
に
も
良
く
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
丹
後
由
良
駅
カ
フ
ェ

「A
nne Shirley

」
様
、
由
良
神
社

を
管
理
さ
れ
て
い
る
和
貴
宮
神
社

の
禰
宜
様
、
由
良
オ
リ
ー
ブ
を
育
て

る
会
様
等
多
く
の
方
々
に
も
改
め

て
こ
の
場
を
も
ち
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

加
え
て
、
丹
後
由
良
に
継
続
し
て

来
訪
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
と
し

て
は
由
良
川
橋
梁
を
は
じ
め
と
し

た
四
季
折
々
の
風
景
に
惹
か
れ
た

こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

春
に
は
満
開
に
咲
き
誇
る
丹
後

由
良
駅
前
の
桜
並
木
。
先
日
開
催
さ

れ
た
丹
後
由
良
さ
く
ら
祭
り
も
多

く
の
人
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

夏
に
は
青
く
輝
く
由
良
の
海
。
数

年
前
よ
り
拝
見
し
て
い
る
夏
の
花

火
に
は
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

秋
に
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
由
良

神
社
や
奈
具
神
社
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

中
断
か
ら
、
三
年
前
よ
り
例
祭
で

の
奉
納
太
鼓
、
二
年
前
よ
り
神
輿
・

山
車
巡
業
が
復
活
し
、
迫
力
あ
る
行

事
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

（
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
例

祭
で
踊
ら
れ
て
い
る
船
頭
踊
の
中

に
海
無
し
で
あ
る
私
の
出
身
県
の

地
名
が
入
っ
て
い
る
の
が
何
か
の

縁
を
感
じ
ま
す
ね
）。

　

冬
は
雪
化
粧
の
由
良
ヶ
岳
。
ち
ら

つ
く
雪
の
中
、
写
真
に
収
め
る
の
が

毎
年
の
楽
し
み
で
す
。

　

切
っ
掛
け
こ
そ
些
細
な
も
の
で

し
た
が
、
今
は
丹
後
由
良
を
来
訪
す

る
こ
と
が
日
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
を
契
機
に
私
の
よ

う
に
丹
後
由
良
を
来
訪
す
る
方
が

増
え
て
き
て
い
る
の
を
日
々
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ

ひ
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。
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由
良
で
の
思
い
出

ブ
リ
ケ
　
ガ
ブ
リ
エ
ル

ブ
リ
ケ
　
ガ
ブ
リ
エ
ル

　

私
の
６
か
月
に
わ
た
る
由
良
で

の
生
活
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

私
は
日
本
人
の
妻
と
結
婚
し
、
２

人
の
子
供
が
い
ま
す
。
由
良
は
義
父

の
故
郷
で
す
。

　

今
回
は
、
日
本
語
の
習
得
と
日
本

の
生
活
の
体
験
を
目
的
に
義
両
親

の
家
に
滞
在
し
て
い
る
妻
と
子
供

た
ち
の
も
と
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

都
会
の
喧
騒
の
届
か
な
い
、
海
と

川
と
山
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い

村
で
の
滞
在
は
美
し
い
思
い
出
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

由
良
で
の
生
活
で
真
っ
先
に
思

い
浮
か
ぶ
の
は
、
晴
れ
た
日
に
白
砂

の
長
い
浜
で
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
気

持
ち
よ
さ
で
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
は
、
探
検
を
兼
ね

て
家
々
の
間
を
縫
う
小
道
を
走
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。
木
と
土
壁
で
で

き
た
伝
統
的
な
日
本
家
屋
、
美
し
く

も
朽
ち
か
け
た
空
き
家
、
小
道
の
先

で
知
ら
な
い
神
社
に
た
ど
り
つ
い

た
り
も
し
ま
し
た
。
奈
具
神
社
、
金

毘
羅
神
社
、
荒
神
社
、
住
吉
神
社
な

ど
、
木
立
に
囲
ま
れ
静
か
に
佇
む
神

社
を
見
つ
け
る
の
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ

の
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
も
会
い
ま
し

た
。
空
手
教
室
の
仲
間
、
親
子
で
空

手
を
教
え
る
二
人
の
師
匠
、
子
供
会

の
父
兄
、出
張
か
ら
戻
る
た
び
に「
お

か
え
り
な
さ
い
」
と
迎
え
て
く
れ

た
駅
カ
フ
ェ
「
ア
ン・シ
ャ
ー
リ
ー
」

の
女
将
さ
ん
。
女
将
さ
ん
の
作
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
は
絶
品
で

し
た
。

　

他
に
も
、
村
の
美
味
し
い
も
の
を

た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。
石
浦
で
仕

留
め
て
燻
製
に
さ
れ
た
鹿
肉
、
肉
厚

の
シ
イ
タ
ケ
、
山
で
採
っ
た
タ
ケ
ノ

コ
、山
菜
、多
様
な
柑
橘
類
、オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
や
オ
リ
ー
ブ
の
新
漬
け
、

ハ
ク
レ
イ
の
日
本
酒
。
由
良
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、京
丹
後
の
ク
ラ
フ
ト・

ジ
ン
も
お
気
に
入
り
で
す
。

　

退
屈
す
る
暇
も
な
い
ぐ
ら
い
、

様
々
な
行
事
に
も
参
加
で
き
ま
し

た
。
亡
き
祖
母
を
偲
ぶ
法
事
の
儀

式
。
新
年
に
は
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、

神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。
11
月
の

餅
つ
き
、
１
月
の
「
山
の
神
」、
３

月
末
の
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」、
４
月

の
由
良
ヶ
岳
登
山
、
５
月
の
田
植

え
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
な
い
授
業
参
観

で
、
子
供
た
ち
の
学
ぶ
姿
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

由
良
川
橋
梁
を
渡
る
列
車
、
そ
の

木
製
の
内
装
の
１
両
編
成
の
列
車

の
中
に
乗
っ
た
こ
と
。
由
良
川
沿
い

に
広
が
る
オ
リ
ー
ブ
畑
。
由
良
駅
前

の
樹
齢
１
０
０
年
ほ
ど
の
桜
並
木

や
春
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
庭
々
。

　

光
り
輝
く
水
と
蛙
の
合
唱
に
満

た
さ
れ
た
春
の
水
田
。
そ
こ
に
整
然

と
並
ぶ
若
い
稲
苗
。
止
む
こ
と
の
な

い
由
良
の
風
と
、
11
月
で
も
ま
だ
暖

か
く
５
月
に
は
も
う
心
地
よ
い
海

の
水
。

　

こ
の
自
然
の
豊
か
な
美
し
い
村
、

こ
の
場
所
に
ま
た
帰
っ
て
く
る
日

を
待
ち
遠
し
く
思
い
ま
す
。



石石
工工
（（
北北
野野
））
儀儀
左左
衛衛
門門
家家  

「「
由由
良良
をを
代代
表表
すす
るる
石石
工工
」」  

江
戸
時
代
か
ら
の
数
々
の
作
品
が
残

さ
れ
て
い
る
。 

『
古
文
書
』 

「「
乍乍
恐恐
奉奉
願願
上上
申申
候候
口口
上上
之之
覚覚
」」  

 

先
年
川
下
寄
積
登
申
諸
色
荷
物
之

義
、
有
路
次
ニ
被
為
成
候
而
、 

 

夫
ニ
付
御
運
上
被
為
仰
付
、
只
今 

迄
指
上
来
候
所
ニ
、 

 
 
 
 

中
此
ヨ
リ
モ
油
良
石
舟
夥
敷
作
出 

シ
、
積
登
セ
申
ニ
付
、 

 
 
 
 

当
地
之
高
瀬
舟
一
切
働
不
申
候
而 

段
々
損
シ
申
候
而
モ 
 
 
 
 

造
作
可
仕
助
成
モ
無
御
座
、
御
用

等
ニ
乗
廻
シ
申
儀
モ
無
覚
束
様
ニ

罷
成
、
迷
惑
ニ
奉
存
候
、
惣
而
登

リ
荷
物
前
々
之
通
ニ
有
路
次
ニ
被

為
仰
付
被
下
候
ハ
ハ
、
難
有
仕
合

ニ
可
奉
存
候 

以
上 

有有
路路
高高
瀬瀬
舟舟
持持
中中  

  

享
保
二
十
一
年
辰
四
月
（
一
七
三
六
） 
 

大
庄
屋
吉
兵
衛
殿 

 

 

享享
保保
時時
代代
にに
由由
良良
石石
がが
採採
掘掘
ささ
れれ
由由

良良
川川
をを
遡遡
っっ
てて
運運
ばば
れれ
てて
いい
たた
ここ
とと

がが
解解
るる  

  
『
丹
後
地
方
史
友
の
会 

 

和
田
博
雄
氏
著
』 

「「
丹丹
後後
のの
石石
工工
にに
つつ
いい
てて
」」  

由
良
は
良
質
の
花
崗
岩
を
採
石
出
来

る
た
め
に
、
石
工
の
活
躍
し
た
村
で

あ
り
ま
し
た
。 

嘉嘉
永永
、、
安安
政政
、、
慶慶
應應
、、
明明
治治
のの
頃頃
はは  

北北
野野
儀儀
左左
衛衛
門門  

明明
治治
・・
大大
正正
期期
はは  

澤澤
井井
藤藤
吉吉
・・
大大
森森
源源
兵兵
衛衛  

大大
正正
・・
昭昭
和和
初初
期期
はは  

小小
室室
久久
治治
郎郎
、、
中中
村村
豊豊
三三
郎郎  

が
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。  

『『
石石
工工
仲仲
間間
規規
定定
書書
』』  

寺
内
町 

和
泉
屋 

庄
平 

由由
良良
村村  

  
  

儀儀
左左
衛衛
門門  

一
此
両
家
享
保
年
中
ゟ 

御
用
相
勤
元
文
五
庚
申
年
ゟ
御
運

上
相
納
職
業
相
続 

 

白
杉
村 

小
和
田 

籐
兵
衛 

一
天
保
三
年
江
戸
屋
舗
普
請
御
用
相

勤
同
十
一
庚
子
石
工
職
業
蒙
御
免

御
運
上
相
納 

 

 

丹
波
町 

上
林
屋 

庄
六 

一
嘉
永
七
年
甲
寅
年
九
月
御
願
申
上

蒙
御
免 

 

堀
河
町 

川
口
屋 

吉
助 

一
安
政
二
乙
夘
年
五
月 

御
改
之
節
蒙
御
免 

 

こ
の
六
人
之
も
の 

一
安
政
二
夘
年
五
月 

 

御
改
之
節
其
身 

 
一
代
限
職
業
御
免 

丹
波
町 

 

大
丹
生
屋 

嘉
七 

平
野
屋
町 

紐
屋 

市
兵
衛 

魚
屋
町 

 

松
右
衛
門 

堀
上
町 

 

甚
六 

新
町 

 
 

伊
之
助 

魚
屋
町 

 

苧
屋 

茂
兵
衛 

 

右
書
面
之
通 

庄
平 

儀儀
左左
衛衛
門門 

者
前
々
ゟ
職
業
相
続
。
籐
兵
衛
者

別
段
増
三
家
者
石
工
拾
人
宛
之
積

ニ
而
為
作
料
四
拾
五
匁
宛
年
々
御

上
納
仕
来
候
處
去
ル
天
保
十
三
寅

年
従 

御
公
儀
様
諸
職
諸
商
売
筋
御
改
革

被
仰
出
候
ニ
付
諸
株
御
解
払
依
之

石
工
株
茂
同
様
被 

仰
付
御
運
上

茂
御
免
ニ
相
成
其
後
平
外
之
姿
ニ

而
猥
ニ
相
成
却
而
不
融
通
之
思
召

ヲ
以
今
般
御
改
被
仰
出
前
書
本
株

四
人
之
者
江
御
鑑
札
壱
枚
宛
被
下

置
庄
平
儀儀
左左
衛衛
門門
籐
兵
衛
三
人
者

以
来
世
話
方
ゟ
被
仰
出
一
同
難
有

仕
合
ニ
奉
存
依
之
為
御
冥
加
年
々

石
工
三
拾
人
宛
御
用
相
勤
め
可
申 

御
用
無
御
座
年
者
壱
人
四
匁
五
分

之
積
ヲ
以
年
々
銀
百
三
拾
五
匁
宛

本
株
四
人
の
者
ゟ
御
上
納
仕
度
右

ニ
付
向
後
同
職
不
相
増
候
様
御
憐

由
良
が
光
り
輝
い
て
い
た
時
代 

㉖ 

 
 

丹
後
由
良
歴
史
調
査
「

独
ひ
と
り

」
会 

 

加

藤

正

一 
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由
良
が
光
り
輝
い
て
い
た
時
代　

㉖

丹
後
由
良
歴
史
調
査
「

丹
後
由
良
歴
史
調
査
「
独独
ひ
と
り

ひ
と
り

」
会
」
会

　
加
　
藤
　
正
　
一

　
加
　
藤
　
正
　
一



愍
奉
願
上
候
處
夘
年
□
月
御
上
納

之
儀
願
之
通
被
仰
付
候
ニ
付
弥
以

職
業
相
勤
励
ミ
御
用
筋
出
情
可
相

勤
依
今
般
相
談
之
上
取
究
候
規
定

左
之
通 

一
於
御
領
内
ニ
石
工
ニ
紛
鋪
儀
イ
タ

シ
候
モ
ノ
有
之
候
ハ
ハ
早
速
世
話

方
江
申
出
候
上
仲
間
之
モ
ノ
罷
越

差
留
可
申
若
不
相
用
候
ハ
々
銑
金

取
上
ケ
世
話
方
ゟ
其
段
申
上
御
差

留
可
相
願
事 

一
職
業
筋
御
用
之
節
者
世
話
方
ゟ
申

付
次
第
無
遅
滞
罷
出
相
勤
可
申
候

事 

一
稼
筋
相
互
ニ
無
差
支
申
合
働
先
サ

マ
タ
ゲ
ニ
相
成
候
儀
不
到
以
実
意

互
ニ
励
ミ
合
業
躰
手
廣
ニ
相
成
候

様
イ
タ
シ
合
可
申
候
事 

一
御
運
上
銀
上
納
毎
暮
十
二
月
廿
日

限
壱
人
前
銀
札
弐
拾
七
匁
九
分
宛

御
鑑
札
ニ
相
添
世
話
方
江
持
参
可

致
候
事 

一
是
迄
弟
子
抔
而
名
目
ヲ
付
別
家
ニ 

一
御
運
上
銀
上
納
毎
暮
十
二
月
廿
日

限
壱
人
前
銀
札
弐
拾
七
匁
九
分
宛

御
鑑
札
ニ
相
添
世
話
方
江
持
参
可

致
候
事 

一
是
迄
弟
子
抔
而
名
目
ヲ
付
別
家
ニ 

而
業
躰
為
致
候
得
共
向
後
ㇵ
無
用

事
年
季
抱
込
ニ
而
業
躰
為
手
伝
候

儀
者
格
別
内
弟
子
タ
リ
ト
モ
不
相

成
若
職
業
手
張
候
節
者
仲
間
ヨ
リ

相
互
ニ
助
合
間
欠
無
之
様
可
致
候

事 

一
六
人
之
モ
ノ
者
一
代
限
御
免
之
儀

ニ
付
縦
令
悴
職
業
筋
無
之
共
相
続

之
儀
者
決
而
不
相
成
其
身
一
代
之

心
得
ニ
而
相
稼
可
申
事 

 

右
之
通
今
般
熟
談
之
上
規
定
取
究
候 

上
規
定
取
究
候
上
者
毛
頭
無
違
乱
堅 

相
守
永
久
相
続
可
致
依
連
印
規
定
書 

如
件 

  

安
政
二
乙
夘
年
六
月 

寺
内
町
和
泉
屋 

庄
平 

由由
良良
村村
脇脇  

  
  

儀儀
左左
衛衛
門門  

白
杉
村
小
和
田 

籐
兵
衛 

丹
波
町
上
林
屋 

庄
六 

堀
上
町
川
口
屋 

吉
助 

 

外
ニ 

六
人
之
者
名
前
ヲ
書
印
形
取
事 

「「
翻翻
訳訳
」」  

舞
鶴
郷
土
資
料
館 

学
芸
員 

小
室
智
子
氏 

一
此
の
両
家
享
保
年
中
（
一
七
一
六

～
一
七
三
五
年
）
よ
り
御
用
相
勤
め

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
よ
り
御
運

上
（
税
）
相
納
め
職
業
相
続 

寺
内
町
和
泉
屋 

庄
平 

由由
良良
村村  

  
  
  

儀儀
左左
衛衛
門門  

  

一
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
江
戸
屋

敷
普
請
御
用
相
勤
め
同
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
石
工
職
業
御
免
運

上
相
納
め
る 

白
杉
村
小
和
田 

藤
兵
衛 

 

一
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
九
月
御

願
い
申
上
げ
御
免
蒙
る 

 
 
 

丹
波
町
上
林
屋 

庄
六 

 

一
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
五
月
御

改
め
の
節
御
免
蒙
る 

 
 
 

堀
上
町
川
口
屋 

吉
助 

一
他
に
こ
の
六
人
の
も
の
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
五
月
御
改
め
の
節 

そ
の
身
一
代
限
り
職
業
御
免 

丹
波
町 

大
丹
生
屋 

嘉
七 

平
野
屋
町 

紐
屋 

市
兵
衛 

魚
屋
町 

 
 
 

松
右
衛
門 

堀
上
町 

 
 
 
 

甚
六 

新
町 

 
 
 
 
 

伊
之
助 

魚
屋
町 

 

苧
屋 

茂
兵
衛 

書
面
の
通
り
庄
平
、
儀儀
左左
衛衛
門門
、
は

前
々
よ
り
職
業
相
続
。 

籐
兵
衛
は
別
段
増
三
家
は
石
工
拾
人

宛
積
に
て
作
料
銀
四
十
五
匁
宛
年
々

上
納
し
た
。 

去
る
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に

従
い
御
公
儀
様 

諸
職
諸
商
売
に
つ

い
て
改
革
を
仰
せ
ら
れ
諸
株 

御
解

き
払
い
に
よ
り
石
工
株
も
同
様
と
仰

せ
付
け
、
御
運
上
も
な
し
に
な
る
。

そ
の
後
（
平
外
之
姿
ニ
而
猥
ニ
相
成
）

却
っ
て
不
自
由
と
思
い
召
し
て
此
度

改
め
ら
れ
、
仰
せ
で
前
書
き
本
株
四

人
の
者
へ
御
監
札
一
枚
宛
て
下
し
置

き
、
庄庄
平平
、、
儀儀
左左
衛衛
門門
、、
籐籐
兵兵
衛衛
、、
三三

人人
はは
以以
来来
世世
話話
方方
よよ
りり
なな
るる
。。
仰
せ

出
さ
れ
る
職
業
株
立
て
ら
れ
る
。
仰

せ
出
さ
れ
一
同
有
難
き
仕
合
せ
に
存

知
奉
る
、
之
に
よ
り
た
る
御
冥
加

年
々
石
工
三
十
人
宛
御
用
相
勤
め
申

由良公民館だより（13）第184号 2025年7月発行



し
べ
く
、
御
用
御
座
な
い
年
は
一
人

四
匁
五
分
の
積
を
以
て
年
々
銀
百
三

十
五
匁
宛
本
株
四
人
の
者
よ
り
御
上

納
仕
度
、 

右
に
付
向
後
同
職
相
増
さ
ず
候
様
。 

御
憐
れ
び
願
い
上
げ
奉
り
候
處
夘
年

□
月 

御
上
納
の
儀
願
い
こ
れ
通
り

さ
れ
仰
せ
付
け
候
に
付
き
、
よ
い
よ

も
っ
て
職
業
相
励
み
御
用
筋
出
精
相

勤
め
べ
く
今
般
相
談
の
上
取
り
決
め

候
。
規
定
左
の
通
り 

 

一
御
領
内
に
於
て
石
工
に
（
紛
鋪
）

儀
い
た
し
候
も
の
こ
れ
あ
り
候
は

ば
。
早
速
世
話
方
へ
申
し
で
候
上
、

仲
間
の
も
の
罷
り
越
差
し
止
め
申

す
べ
く
、
相
用
い
ず
候
は
ば
ノ
ミ

取
り
上
げ
世
話
方
よ
り
そ
の
段
申

上
げ
御
指
し
止
め
相
願
う
べ
く
事 

一
職
業
御
用
の
筋
の
節
は
世
話
方
よ

り
申
し
付
け
次
第
遅
滞
な
く
罷
り

出
相
勤
め
申
し
べ
く
候
事 

一
稼
ぎ
筋
相
互
に
差
支
え
無
き
申

し
合
わ
せ
、
働
き
申
し
合
わ
せ
、

働
き
先
さ
ま
た
げ
に
相
成
り
候
儀
、

実
意
を
も
っ
て
致
さ
ず
、
互
い
に

励
み
あ
い
業
（
躰
手
廣
ニ
）
に
相

成
り
候
様
い
た
し
合
い
申
す
べ
く

候
事
。 

一
御
運
上
銀
上
納
、
毎
暮
れ
十
二
月

二
十
日
限
り
、
一
人
前
銀
札
二
十

七
匁
九
分
宛
御
鑑
札
に
相
添
え
世

話
方
へ
持
参
い
た
す
べ
く
候
事 

一
こ
れ
ま
で
弟
子
な
ら
び
に
名
目
を

付
け
家
別
に
て
（
業
躰
為
）
致
し

た
る
候
え
共
、向
後
は
無
用
の
事
、

年
季
抱
え
込
み
に
て
（
業
躰
為
）

手
伝
え
候
儀
は
格
別
内
弟
子
た
り

と
も
相
成
ら
ず
、
も
し
職
業
手
張

候
節
は
仲
間
よ
り
相
互
に
助
け
合

い
欠
け
こ
れ
な
き
様
致
す
べ
く
候

事 

一
六
人
の
者
は
一
代
限
り
御
免
の
儀

に
つ
き
縦
令
倅
職
業
筋
こ
れ
な
く

と
も
相
続
の
儀
は
決
し
て
相
成
ら

ず
。
そ
の
身
一
代
の
心
得
に
て
相

稼
ぎ
申
す
べ
く
候
。 

右
の
通
今
般
熟
談
の
上
、
規
定
取
り 

決
め
候
上
、
毛
頭
異
論
な
く
堅
く
相

守
り
永
く
相
続
致
す
べ
く
よ
っ
て
規

定
書
連
印
く
だ
ん
の
ご
と
し
。 

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月 

 
 
 

寺
内
町
和
泉
屋 

庄
平 

由
良
村
脇 

 
 

儀
左
衛
門 

白
杉
村
小
和
田 

籐
兵
衛 

丹
波
町
上
林
屋 

庄
六 

堀
河
町
川
口
屋 

吉
助 

他
に
六
人
の
者
名
前
を
書 

 
 
 
 
 

印
形
取
事 

要
約
す
る
と 

儀儀
左左
衛衛
門門
家家
は
享
保
年
中
（
一
七
一

六
～
一
七
三
五
）
よ
り
田
辺
藩
の
仕

事
を
受
け
て
い
た
。
元
文
五
年
（
一

七
四
〇
）
よ
り
税
を
お
さ
め
職
業
（
石

工
）
を
代
々
相
続
し
て
い
た
。 

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
本
株
四

人
の
者
へ
御
監
札
一
枚
宛
て
下
し
置

き
、
庄
平
、
儀儀
左左
衛衛
門門
、
籐
兵
衛
、

三三
人人
はは
以以
来来
世世
話話
方方
よよ
りり
なな
るる
。。
仰

せ
出
さ
れ
る
職
業
株
立
て
ら
れ
る
。 

又
年
々
石
工
三
十
人
宛
御
用
相
勤
め

申
し
べ
く
、
御
用
御
座
な
い
年
は
一

人
四
匁
五
分
の
積
を
以
て
年
々
銀
百

三
十
五
匁
宛
本
株
四
人
の
者
よ
り
御

上
納
仕
度
、
銀
百
三
十
五
匁
と
は
現

在
価
格
で
は
１
匁
一
二
五
〇
円
（
ネ

ッ
ト
情
報
）
と
す
る
約
と
十
六
万
八

千
八
百
円
に
な
る
、
田
辺
藩
の
御
用 

が
無
い
場
合
上
納
す
る
。
世
話
方
以

外
一
代
限
り
の
者
は
銀
札
二
十
七
匁
、

（
約
三
三
七
五
〇
円
）
暮
れ
十
二
月

二
十
日
に
鑑
札
に
添
え
て
世
話
方
に

持
参
。
な
ど
の
税
の
決
ま
り
役
職
の

決
ま
り
、
仕
事
の
決
ま
り
が
書
か
れ

て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
事
か
ら
儀儀
左左
衛衛
門門
はは
田田
辺辺

藩藩
にに
おお
いい
てて
石石
工工
をを
代代
々々
相相
続続
でで
きき
、、

世世
話話
方方
でで
もも
ああ
りり
確確
固固
たた
るる
石石
工工
で

あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。 

儀儀
左左
衛衛
門門
のの
作作
品品
とと
しし
てて  

1

如
意
寺
に
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
天

保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
石
柱
が

あ
り
、
由
良
岳
の
麓
、
東
西
に
四

国
八
十
八
ヶ
所
を
模
し
た
石
仏
が

置
か
れ
、
そ
の
一
画
に
儀
左
衛
門

名
の
五
輪
塔
が
置
か
れ
て
い
る
。 
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其
の
外 

大大
川川
神神
社社
に
多
く
の
儀
左

衛
門
作
の
燈
篭
が
あ
る
。 

 

大大
川川
神神
社社
とと
由由
良良
のの
関関
わわ
りり  

「「
大大
川川
神神
社社
縁縁
起起
」」  

（
丹
哥
志
・
加
佐
郡
誌
・
舞
鶴
市
史
） 

顕
宗
天
皇
の
元
年
三
月
二
十
三
日
に

由由
良良
のの
漁漁
師師
野野
々々
四四
郎郎
に
、
金
色
の

鮭
に
乗
り
五
穀
と
桑
蚕
の
種
を
持
つ

神
が
□
□
し
て
、
大
川
の
地
に
鎮
座

し
た
い
旨
の
託
宣
が
あ
っ
て
九
月
に

社
殿
を
造
営
し
た
。 

大大
川川
神神
社社
（
式
内
社 

加
佐
郡
十
一

座
の
最
高
位 

名
神
大
社 

 

大大
鳥鳥
居居
前前
のの
大大
燈燈
篭篭
一一
対対  

  

  

台台
座座
にに
由由
良良
村村
澤澤
井井
某某
と
刻
印 

こ
の
澤
井
某
と
は
以
下
の
資
料
か
ら

澤澤
井井
市市
造造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

『『「「
郷郷
土土
にに
於於
けけ
るる
澤澤
井井
市市
造造
翁翁
』』  

中
西
孫
兵
衛
作 

四
方
俊
雄
著 

 

明明
治治
三三
十十
年年
にに
大大
川川
神神
社社
へへ
献献
納納
ささ

れれ
たた
燈燈
篭篭
でで
ああ
りり
まま
すす
。
初
め
北
野

儀
左
衛
門
氏
を
呼
び
に
や
り
市
造
君

は
彫
刻
を
築
費
の
設
計
し
た
金
額
に

て
北
野
に
懸
合
に
な
り
、
北
野
は
工

費
に
不
充
と
云
ひ
調
談
捗
ら
ず
兎
も

角
遣
れ
と
の
命
令
的
に
約
成
り
、
果

し
て
北
野
乃
申
立
通
不
足
と
な
れ
り
、

私
は
傍
に
聞
き
た
る
が
係
り
合
と
な

り
其
監
督
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
是
と
て

も
當
時
は
氏
子
惣
代
の
職
を
報
じ
た

頃
に
て
神
社
へ
の
寄
附
と
あ
ら
ば
喜

ぶ
べ
き
理
依
て
諾
せ
し
が
、
四
っ
石

臺
の
据
え
方
異
法
な
り
と
御
叱
を
蒙

れ
る
が
其
理
由
を
聞
け
ば
御
尤
千
萬

是
に
は
殆
ん
ど
恐
縮
致
し
ま
し
た
。

北
野
に
其
旨
を
通
し
た
れ
ば
全
く
私

の
召
使
の
職
工
の
疎
漏
に
て
何
共
詫

び
ん
様
な
し
と
の
事
故
、
損
金
は
何

程
な
る
や
頼
み
や
ら
ん
北
野
曰
く
萬

事
休
す
雖
一
向
台
湾
に
て
使
役
せ
ら

れ
し
と
、
然
る
に
星
霜
幾
多
を
経
、

明
治
否
大
正
元
年
十
月
三
日
松
原
寺

に
て
偶
々
此
時
の
話
出
で
け
る
が
、

北
野
は
「
イ
エ
台
湾
に
て
連
れ
行
れ

て
非
道
い
目
に
あ
い
ま
し
た
」
と
申

し
ま
し
た
が
、
是
に
は
事
情
の
存
す

る
事
に
て
北
野
は
台
湾
に
て
、
人
為

的
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
災
害
頗

至
の
状
況
に
懲
り
た
の
で
せ
う
。
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

本
殿
に
向
か
っ
て
左
大
燈
篭
の
台
座

左
側
面
に
刻
印
、 

明明
治治
三三
十十
年年
三三
月月
吉吉
日日  

世
話
人 

由
良
村 

中
西
孫
兵
衛 

工
作
人 

北
野
儀
左
衛
門 
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大大
鳥鳥
居居
とと
朱朱
鳥鳥
居居
のの
中中
間間
燈燈
篭篭
一一
対対  

献
燈 

米
屋
四
郎
左
衛
門
（
磯
田
） 

石
工 

由
良
邑 

儀
左
衛
門 

慶
應
三
年
二
月
辰
日
（
一
八
六
八
） 

朱朱
鳥鳥
居居
前前
一一
対対
燈燈
篭篭 

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月 

由
良
邑 

儀
左
衛
門 

奉
納
者
解
読
で
き
ず 

    

出出
羽羽
本本
荘荘
藩藩  

（（
現現
秋秋
田田
県県
））  

 
 

安
政
三
年 

（
一
八
五
六
） 

上
欄
中
央
写
真 

 

出
羽
本
荘
藩
（
現
秋
田
県
） 

左
側
写
真 

柳
瀬
清
右
衛
門 

此
の
燈
篭
は
本
殿
に
向
か
っ
て
左
、

石
垣
下
一
基 

石
工 

由
良 

北
野
儀
左
衛
門 

出
羽
本
荘
藩
（
現
秋
田
県
）
は
二
万

石
の
小
藩
、「
明
治
元
年
武
鑑
）
御
分

限
帳
記
載
の
柳
瀬
清
右
衛
門
で
あ
れ

ば
士
族
と
あ
り
、
禄
高
は
十
一
石
四

升
で
あ
る
の
に
ど
の
よ
う
な
関
係
で

大
川
神
社
に
、
儀
衛
門
に
依
頼
し

た
？ 
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由由
良良  

金金
毘毘
羅羅
神神
社社
鳥鳥
居居  

鳥鳥
居居  

海海
上上
安安
全全
（（
明明
治治
九九
年年
六六
月月
））  

根根
元元
にに
世世
話話
役役
磯磯
田田
新新
四四
郎郎
、、
石石
工工

北北
野野
儀儀
左左
衛衛
門門
刻刻
印印
ああ
りり  

由
良
及
び
近
隣
に
は
多
数
の
神
社
が

あ
り
、
そ
の
分
燈
篭
、
鳥
居
な
ど
の

石
造
物
も
多
数
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中

に
は
製
作
者
が
確
認
、
調
査
で
き
て

い
な
い
も
の
が
多
々
あ
る
。
そ
れ
ら

が
解
読
調
査
出
来
れ
ば
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
ま
で
代
々
石
工
業
を
継
承

し
て
き
て
い
る
儀
左
衛
門
制
作
の
石

製
品
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後

の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

大
川
神
社
に
は
由
良
の
他
の
石
工
の

燈
篭
も
あ
り
、
こ
の
神
社
と
由
良
と

の
関
り
が
深
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。 

「
御
詫
び
と
訂
正
」

前
号
「
公
民
館
だ
よ
り

第
一
八
二

号
」
旧
国
鉄
宮
津
線
開
業
一
〇
〇
周

年
の
中
で
宮
津
線
工
事
請
負
は
京
都

後
藤
甚
五
郎
と
記
載
し
ま
し
た
が
、

後
藤
伝
五
郎
の
入
力
間
違
い
で
し
た
。 

【【
安安
寿寿
亭亭
でで
ララ

ンン
チチ
会会
】】  

６
月
７
日
（
土
）
午
前
11
時
30
分
か

ら
、
公
民
館
活
動
員
の
ラ
ン
チ
会
を

し
ま
し
た
。
土
曜
日
の
安
寿
亭
は
４

月
か
ら
新
し
い
皆
様
で
運
営
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
も
今
ま
で

と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
集

ま
り
の
た
め
に
、
新
し
い
試
み
で
定

食
ラ
ン
チ
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
大
変
お
い

し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
皆
様

満
足
の
様
子
で
し
た
。

仕
事
の
関
係
な
ど
で
、
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
公
民

館
の
こ
と
、
由
良
地
区
を
中
心
に
世

間
の
こ
と
、
皆
様
の
経
験
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と

な
ど
話
が
弾
み
、
今
後
の
公
民
館
活

動
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
、
人
は
集
ま
り
一
緒
に
な

っ
て
何
か
を
行
う
こ
と
で
元
気
に
な

る
も
の
と
実
感
で
き
た
ひ
と
時
で
し

た
。こ

れ
か
ら
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
モ

ル
ッ
ク
）
、
ふ
る
さ
と
祭
り
盆
踊
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、文
化
祭
、

と
り
わ
け
文
化
祭
で
は
前
日
に
準
備

も
含
め
て
２
日
間
お
世
話
に
な
り
ま

す
。地

区
の
皆
様
に
は
、
誘
い
合
っ
て

公
民
館
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
若
い

方
が
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
由
良
地
区
の
明
る
い
未
来

が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
月
に
２
回
の
回
覧
で
事
業
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
回
覧
板
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

前
回
掲
載
い
た
し
ま
し
た
「
由
良
が

光
り…

26
」
は
３
ペ
ー
ジ
目
が
完

全
に
抜
け
落
ち
て
い
ま
し
た
の
で

訂
正
し
、
再
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

千
坂 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
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『
由
良
っ
て
こ
ん
な
も
の
で
き
る
ん
だ
』
Ⅺ

山
　
下
　
剛
　
敏

山
　
下
　
剛
　
敏

　

久
し
ぶ
り
に
感
じ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
梅
雨
ら
し
い
梅
雨
、
と
思
え
た

六
月
。
こ
の
二
～
三
年
は
梅
雨
の
短

さ
と
、
異
常
と
も
云
え
る
暑
さ
が
長

引
く
、
お
か
し
な
気
候
を
体
験
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
自
分
ご
と
で
す
が
、

隔
年
で
結
果
の
増
え
る
オ
リ
ー
ブ

も
、
今
年
は
成
り
年
な
の
か
花
芽
が

多
く
付
き
、
収
穫
を
楽
し
み
に
で
き

れ
ば
、
と
秋
を
想
像
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
オ
リ
ー
ブ
畑
、
私
は
栗
田
に

も
農
地
を
お
借
り
し
て
お
り
、
一
緒

に
獣
害
対
策
の
電
気
・
金
網
柵
を

囲
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
の
方
に
数
年
前
、
立
派
な

生
姜
を
分
け
て
頂
い
た
こ
と
が
起

因
で
、
我
が
家
の
自
家
菜
園
に
て
昨

年
か
ら
試
し
に
作
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、我
が
畑
の
よ
う
な
《
砂
地
》

の
土
質
で
は
、
少
し
難
し
そ
う
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
小
ぶ
り

な
が
ら
に
良
い
物
は
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
し
ょ
う
が
」
を
取
り
上

げ
ま
す
。

栽
培
期
間
が
長
め
の
作
物
で
す
が
、

食
す
と
体
に
と
っ
て
良
い
成
分
を

含
ん
で
い
ま
す
。

　
①
種
以
外
に
用
意
す
る
も
の

　

有
機
石
灰
ま
た
は
苦
土(

ク
ド)

石
灰
（
有
機
は
植
付
け
が
す
ぐ
に
で

き
ま
す
、
苦
土
は
二
週
間
以
上
前
に

撒
い
て
耕
し
て
お
き
ま
す
）、
堆
肥

（
鶏
ふ
ん
・
牛
ふ
ん
な
ど
）、
野
菜
用

の
化
成
肥
料
、
用
意
で
き
れ
ば
追
肥

用
に
有
機
肥
料
（
油
カ
ス
や
魚
粉
入

り
肥
料
な
ど
）。

　
②
種
し
ょ
う
が
用
意
、
土
壌
作
り

　

我
が
家
で
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
購
入
し
ま
し
た
。
四
月
の
中
旬

頃
に
は
店
頭
に
並
ん
で
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
①
で
紹
介
し
た
石
灰
・

堆
肥
・
化
成
肥
料
を
し
っ
か
り
混
ぜ

て
耕
し
、
畝
を
作
り
ま
す
。
種
し
ょ

う
が
は
、
芽
の
付
い
た
部
分
を
２
～

３
箇
所
つ
け
て
小
さ
く
切
り
分
け

ま
す
。

　
③
植
え
付
け

　
　（
四
月
下
旬
～
五
月
中
旬
）

　

畝
に
幅
２
０
㎝
、
深
さ
１
０
㎝
ほ

ど
の
溝
を
掘
り
ま
す
。
溝
の
中
に
、

芽
の
付
い
た
部
分
を
上
に
向
け
て
、

３
０
㎝
間
隔
を
目
安
に
並
べ
ま
す
。

掘
り
起
こ
し
た
土
を
被
せ
て
軽
く

押
さ
え
、
平
ら
に
な
ら
し
た
上
か
ら

水
を
た
っ
ぷ
り
掛
け
て
や
り
ま
す
。

　
④
追
肥
と
土
寄
せ

　

植
え
付
け
て
か
ら
一
ヶ
月
と
二

週
間
ほ
ど
で
（
六
月
中
）、
化
成
肥

料
ま
た
は
有
機
肥
料
で
追
肥
を
与

え
ま
す
。
植
え
付
け
た
箇
所
を
中
心

に
、
直
径
３
０
～
５
０
㎝
く
ら
い
を

目
安
に
肥
料
を
ま
き
、
手
か
小
さ
い

手
鍬
で
表
面
を
浅
く
耕
し
、
肥
料
を

軽
く
混
ぜ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
時
に
土
か
ら
芽
が
出
て
１
０
～

１
５
㎝
伸
び
て
い
れ
ば
、
少
し
だ
け

茎
に
周
り
の
土
を
寄
せ
て
や
っ
て

下
さ
い
。

　

そ
の
後
二
か
月
ほ
ど
で
（
八
月
上

旬
か
ら
お
盆
迄
）
再
び
追
肥
を
し

て
や
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
茎
丈
が

３
０
～
４
０
㎝
く
ら
い
に
伸
び
て

い
れ
ば
、
一
度
目
と
同
じ
よ
う
に



由良公民館だより（19）第184号 2025年7月発行

追
肥
後
、
軽
く
土
ご
と
肥
料
混
ぜ

て
や
り
、
最
後
は
周
り
か
ら
更
に

土
を
被
せ
て
、
土
寄
せ
を
し
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
⑤
収
穫
　
二
パ
タ
ー
ン

　

一
パ
タ
ー
ン
目
は
、
我
が
家
は
食

べ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。　

葉
シ
ョ

ウ
ガ　

と
し
て
収
穫
す
る
形
で
す
。

七
月
下
旬
か
ら
お
盆
迄
の
期
間
に
、

根
元
の
土
を
抑
え
な
が
ら
一
株
の

数
本
だ
け
を
抜
き
獲
り
、
洗
っ
た
物

を
根
の
近
く
を
カ
ジ
っ
て
楽
し
む

食
し
方
で
す
。

　

二
パ
タ
ー
ン
目
は
、
十
月
下
旬
か

ら
十
一
月
上
旬
ま
で
育
て
て
収
穫

し
ま
す
。　

根
シ
ョ
ウ
ガ　

と
な
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
霜
が
降
り
る

時
期
ま
で
に
収
穫
す
る
の
が
良
い

そ
う
で
す
。
茎
の
根
元
か
ら
２
０
㎝

は
間
を
開
け
て
、
ス
コ
ッ
プ
を
差
し

込
み
、
根
の
下
か
ら
株
ご
と
持
ち
上

が
る
よ
う
に
掘
り
起
こ
し
ま
す
。
あ

と
は
茎
を
切
っ
て
、
使
用
す
る
分
だ

け
水
で
土
を
洗
い
流
し
ま
す
。

　

今
回
の
工
程
に
は
記
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
栽
培
の
上
で
一
番
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
【
㊟
土
壌
の
乾
燥
に
弱

い
の
で
水
や
り
を
欠
か
せ
な
い
！
】

と
い
う
事
で
す
。
最
初
に
お
伝
え
し

た
「
我
が
畑
は
砂
地
の
土
質
」
の
せ

い
か
、
大
き
い
生
姜
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
事
か
ら
、
田
ん
ぼ

跡
地
な
ど
水
持
ち
の
良
い
土
質
で

は
大
き
い
サ
イ
ズ
が
で
き
易
い
の

か
？
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
、
採
っ
て
す
ぐ
新
生

姜
の
甘
酢
漬
け
に
し
ま
す
。
下
ろ

し
生
姜
に
す
る
と
刺
身
の
薬
味
や

豚
の
生
姜
焼
き
の
タ
レ
に
入
れ
た

り
、
刻
ん
だ
も
の
入
れ
て
青
魚
を
煮

付
け
た
り
、
唐
揚
げ
の
漬
込
み
タ

レ
に
使
っ
た
り
等
々
、
用
途
は
様
々

な
調
味
料
と
し
て
、
又
は
ス
パ
イ
ス

に
な
り
ま
す
。

　

栄
養
成
分
は
生
で
食
べ
て
も
、
加

熱
し
て
食
べ
て
も
、
ど
ち
ら
も
体
を

温
め
る
成
分
が
入
っ
て
お
り
、
体
内

を
整
え
た
り
免
疫
力
を
高
め
た
り
、

良
い
仕
事
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

土
を
付
け
た
ま
ま
１
０
℃
以
上

２
０
℃
迄
の
暗
所
が
有
れ
ば
、
長
期

保
存
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
条

件
以
外
は
保
存
が
難
し
い
で
す
。

◎
次
回
は　

南
瓜
（
か
ぼ
ち
ゃ
）　

で
す
。

　

今
回
の
協
力
：
栗
田
の
方

前
号
の
訂
正
と
お
詫
び
・
お
米
の
害

虫
と
し
て
ご
紹
介
し
た
×
コ
メ
カ

メ
ム
シ　

◯
イ
ネ
カ
メ
ム
シ　

で

す
。
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

レ
シ
ピ
「
豚
の
生
姜
焼
き
」【
黄
金

比
率
の
味
付
け
】

　

暑
い
季
節
、
豚
の
生
姜
焼
き
は
、

疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
し
ょ
う
が
の
さ
わ
や
か
な
味
は

ご
飯
が
す
す
み
ま
す
。

２
人
分

１　

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
大
を
２
枚
、
千

切
り
に
す
る
。

２　

豚
ロ
ー
ス
肉
（
生
姜
焼
き
用
）

２
０
０
ｇ
の
筋
を
切
り
、
清
酒
小
さ

じ
１
と
濃
い
口
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ

１
で
下
味
を
つ
け
て
お
く
。

３　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
小

さ
じ
２
を
強
火
で
熱
し
、
豚
肉
の
両

面
を
こ
ん
が
り
と
香
ば
し
く
焼
き
、

余
分
な
脂
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

で
ふ
き
取
る
。

４　

た
れ
の
材
料
（
清
酒
大
さ
じ

１
、本
み
り
ん
大
さ
じ
１
、濃
口
し
ょ

う
ゆ
小
さ
じ
２
）
を
順
に
入
れ
て

混
ぜ
、
全
体
を
よ
く
絡
め
る
。
キ
ャ

ベ
ツ
と
と
も
に
盛
り
付
け
る
。
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編
集
後
記

「
丹
後
由
良
の
地
形
か
ら
の
恩
恵
」

丹
後
由
良
に
住
ん
で
い
る
こ
と
で

幸
せ
を
常
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
海
側
で
若
狭
湾
内
に
位
置

し
、
居
住
地
や
由
良
ヶ
嶽
の
裾
野

は
東
側
を
向
い
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

由
良
川
が
南
北
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
形
に
よ
り
、
日
当
た
り

が
よ
く
、
風
通
し
が
良
い
。
こ
の

こ
と
は
健
康
に
暮
ら
せ
る
要
素
で

す
。
昭
和
２
０
年
代
か
ら
３
０
年

代
に
は
京
都
府
の
保
養
所
が
あ
り
、

別
荘
が
立
ち
並
ん
で
い
た（
現
在
も
）

こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
地
方
の
気
候
に
似
て
い
る

の
だ
そ
う
で
、
収
穫
で
き
る
作
物
も

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
地
方
に
よ
く
似

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

日
本
は
島
国
で
火
山
も
多
く
自

然
災
害
の
多
い
国
で
す
が
、
丹
後
由

良
の
地
は
、
比
較
的
に
自
然
災
害
が

少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
地
に
多
く

の
方
が
住
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（４年生）

（５年生）

（６年生）

◦  辛いとき　にげてもいいよ　負けじゃない

◦  君とぼく　みんなが主役　この社会

◦「普通じゃない」　だれが決めたの？　その「普通」

令和６年度 宮津市人権標語優秀作品（小学校４年生～小学校６年生）

　
ふ
る
さ
と
祭
り

開
催
日
時
及
び
催
し
物

７
月
26
日
（
土
）

「
神
事
」

午
後
５
時
00
分
～

「
盆
踊
り
大
会
」

由
良
地
区
公
民
館
主
催

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

「
灯
篭
流
し
・
花
火
の
夕
べ
」

由
良
地
区
子
供
会
主
催

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

「
大
花
火
打
ち
上
げ
」

由
良
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
主
催

午
後
８
時
30
分
～
約
10
分
間

会
場　

中
央
海
水
浴
場

　

会
場
を
中
央
海
水
浴
場
に
移
し

て
３
年
目
に
な
り
、
催
し
物
が
そ
れ

ぞ
れ
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

盆
踊
り
の
練
習
会
に
も
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
案

内
は
後
日
に
な
り
ま
す
。
盆
踊
り

は「
由
良
小
唄
」「
え
い
へ
い
や
踊
り
」

「
宮
津
節
」
で
す
。

由
良
ヶ
嶽
登
山
道
を
守
る

　

毎
年
、
由
良
ヶ
嶽
登
山
の
日
（
４

月
29
日
）
の
10
日
ほ
ど
前
に
自
治

連
、
観
光
組
合
、
公
民
館
で
登
山
道

整
備
を
し
て
い
ま
す
が
、
課
題
が
大

き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

〇
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
高
齢
化

〇
働
き
方
の
変
化

こ
れ
ら
の
課
題
に
よ
り
、
整
備
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

次
回
の
登
山
道
整
備
に
は
、
３
つ

の
団
体
の
他
に
、
有
志
の
方
を
何
名

か
募
り
た
く
思
い
ま
す
。
次
年
度
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
前
の
溝
掃
除
の
日
に
は
丹

後
由
良
駅
か
ら
約
30
名
の
方
が
由

良
ヶ
嶽
を
登
山
し
に
降
り
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
登
山
さ
れ

る
方
が
い
る
こ
と
で
登
山
道
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
由
良
地
区
と
し
て

は
、
よ
り
安
全
に
登
山
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


